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第1章館林市の環境

1 地理的環境

館林市は、群馬県の南東部、関東地方のほぼ中央部に位置する人口 8万人ほどの地方都市である。

市域は、東西約 15.5km、南北約 8.Okmと東西に長く、総面積は約 60ばである。北は一部を除き渡良瀬川

を隔てて栃木県に、東は邑楽郡板倉町、南は谷田川を隔てて邑楽郡明和町にそれぞれ接している。明和町

の南には利根川が東流し、県境となっている。県庁所在地である前橋市までは約 50km、首都東京(台東区

浅草)へは約 65kmの距離にあり、首都圏との結びつきも強い。

群馬県の東南部は「邑楽 ・館林」地方と呼ばれ、群馬県のなかでは低地に位置している地域である。館

林市の標高は、 15m台(大島町東部)から 32m台(高根町)であり、おおむね平坦であるといえる。

本市の地形を概観してみると、その地形は、大きく「低台地」と「低地帯」に分けることができる。市

域のほぼ中央部に「低台地」が東西に延びるように所在し、その周辺に「低地帯」が広がっている。

この「低台地jは、「邑楽 ・館林台地」と呼ばれる洪積台地であり、太田市高林から本市中央部を東西に

延び、隣接する板倉町まで続いている。また、大泉町古海から館林市高根に至る台地の北側に沿って、わ

が国最古の砂丘のひとつである埋没河畔砂丘が走っており、本市最高標高点はこの上にある。

「低地帯」は、おもに利根川や渡良瀬川によって形成された沖積低地である。台地北側の低地帯には、

旧河道、微高地や自然堤防が目立ち、一方、台地南側の低地帯では、茂林寺沼をはじめ大小の沼や湿地帯

が形成されている。

こうした台地や低地などからなる本市の地形は、

北西から南東へ向かって緩く傾斜する傾向がみら

れ、台地面と低地面の比高差も北部で大きく南部

では小さくなっている。

「邑楽 ・館林台地Jと呼ばれる洪積台地は、沖

積低地へ延びる多くの谷地により樹枝状に開析さ

れている。そのなかでも市内最大の谷は、本市中

央部を東流する鶴生田)11から城沼へかけてのもの

で、台地を南北に二分している。こうした洪積台

地を開析する谷には、他にも茂林寺沼、蛇沼、近

藤沼などの池沼を伴うものが多く、本市景観の特

徴のひとつになっている。

第 1図館林市の位置
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2 歴史的環境

館林市内に所在する遺跡は、 145 ケ所である。昭和 63 年刊行の『館林市の遺跡~ (市内遺跡詳細分布調

査報告書)には、そのうちの 144ケ所について詳細が報告されている。

分布調査による採集遺物から大別した、各時代の遺跡数は次のとおりである。

旧石器時代の遺跡3遺跡、縄文時代の遺跡 13遺跡(縄文土器のみ採取できた遺跡)、弥生時代の遺跡は

o (弥生時代の遺物を採取できた遺跡 1遺跡)、古墳時代~平安時代の遺跡(土師器の出土した遺跡)96 
遺跡(うち縄文時代の遺物も採集できる遺跡は 23遺跡)、古墳は 17遺跡(古墳総数25基)、中世生産祉1

遺跡、中世城館祉 12遺跡、近世城館牡2遺跡である。(ただし、複合した時代の遺物散布が見られるため、

その中心となると考えられる時代でまとめたものである。)

これらの遺跡の分布は、地形的な特徴と大きく関わっていることが観察される。

館林市内に所在する遺跡の時代的変遷と地形的な関わりを概略してみると、次のようになる。

《旧石器時代》

この時代の遺跡は、市内の標高の高い地域に集中する傾向をみせる。邑楽 ・館林台地の北西に沿って、

鞍掛山脈と地元で呼ばれる内陸河畔砂丘(自然堤防)上に、その多くが確認されている。

《縄文時代》

この時代になると、遺跡数が増えるとともに洪積台地上に営まれるようになる。前期や中期の遺跡は、

池沼や谷地を望む舌状台地上の平坦面に確認されることが多い。後期以降は遺跡数は減少し、その所在は、

台地の斜面から微高地に移る傾向がある。後 ・晩期の包含層等は低地(沖積地)におよぶ。

《弥生時代》

弥生時代の遺跡として確認されたものはないが、微高地や台地の斜面等で、遺物等がわずかに確認され

ている。

《古墳時代》

前期の遺跡は少ない。遺跡は、洪積台地の斜面からテラス状の微高地に所在することが多く、この傾向

は、弥生時代の遺物散布に似ている。

中期には、遺跡、の数が増えるとともに、その所在は、台地の斜面から台地上の平坦面へと移行する。

後期には、遺跡数は増大し、台地上の平坦部に所在する場合が多い。

墳墓としての古墳は、 25基が残存している。古墳群が 2ケ所あり、一つは日向地区を中心とする邑楽 ・

館林台地上、もう一つは高根地区を中心とする内陸河畔砂丘上にある。その他単独のものも多いが、その

いずれもが、谷や谷地等をみおろす洪積台地上に所在している。

《奈良・平安時代》

この時代の遺跡は急増する。 台地の内部や全面で遺物の採集ができることから、この時代以降は台地上

に普遍的に集落等が営まれてきたことを示唆している。

《中世・近世》

この時代の城館士止については、伝説的な要素が多く実体ははっきりしないが、中世末には館林城が築か

れ、現在の館林市の基礎となった。

-2-
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第2章各遺跡の概要

1 北近藤第一地点遺跡 (平 14地点)

【立地と環境】

北近藤第一地点遺跡は、館林の南西部、東武鉄道小泉線「成島j駅の南西方向約 2，OOOmに位置する縄

文時代から古墳時代にかけての遺跡である。本遺跡は、館林市苗木町字北近藤および南近藤地内に所在し

ており、同北近藤地内に存在する「第二地点J遺跡と区別される。

本遺跡の発掘調査はこれまで数回実施されており、古墳時代を中心とした住居士止や遺物が数多く検出さ

れている。今回の調査地は、遺跡範囲の西方に位置し、平成9年度調査地点の西側にあたる。

地形的には、近藤沼を形成する開析谷の北岸にあたり、比較的平坦で広い台地の東部に位置している。

遺跡地の現在の標高は約 21mで、周辺の低地(近藤沼)との標高差は約 3mで、ある。

本遺跡の周辺には、同じ台地上に、伝右エ門遺跡(縄文、古墳時代)が所在しているほか、近藤沼周辺

の台地上に、 北小袋遺跡(縄文時代)、 小袋遺跡(縄文、古墳、平安時代)、苗木遺跡(古墳、平安時代)、

苗木西遺跡(平安時代)、南近藤遺跡(古墳、平安時代)、北近藤第二地点遺跡(土師)などが分布してい

る。このうち、既往調査により住居士止等が検出されているのは、伝右エ門遺跡(古墳時代)と南近藤遺跡

(古墳、奈良時代)である。

第4図周辺の遺跡

-4-



【調査の概要】

本地点の発掘調査は、館林市苗木町字北近藤

2563-1地内における無線機器の中継局及び鉄

塔新設工事に伴う事前調査として実施した。

上記の土地は、過去における数回の発掘調査

の経緯から、地下に遺構、遺物が確認され

る可能性の高い場所で、あったことから、開発計

画者との合意のもと、遺跡の範囲、遺構等の有

無などの確認を目的とした調査を行った。

調査は、開発計画区域内に、敷地の形状に合

わせ南北方向に 2本のトレンチを設定し、地下

の状況を確認した。

調査地の現地形は、南側lから北側に向けて低

くなっており 、表土で約 10cmの高低差がみられ

た。また、旧地形においてはローム層で約 20cm

の高低差があることが確認された。

1トレンチでは、南側と中央部から住居祉が

それぞれ1軒ずつ(と もに古墳時代)が確認さ

れた。

2トレンチでは、南側から住居土止2軒(とも

に古墳時代)が、中央部からは土墳3基(時代

不明)が確認された。

今回の調査において、開発計画区域内より住

居祉や土壌等が確認されたことから、埋蔵文化

財の取り扱いについて開発計画者と再び協議を

行った。その結果、現開発計画は一時中断すること

になり、確認された遺構等の現状保存を図るため調

査地の埋め戻しを行った。また、今後工事を実施す

る場合には、原因者負担のもと事前に記録保存のた

めの発掘調査が必要になることで合意し、調査を終

了した。

なお、今回の調査では、 周知の埋蔵文化財包蔵地

の範囲外から遺構、遺物が確認されたため、その後

の手続きにより、同地を北近藤第一地点遺跡の一部

として新たに登録することになった。

写真1 調査前景観

写真2 調査風景

写真3 卜レンチ全景 (2トレンチ)

-5-
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[出土遺物】

今回の訓査で、出土した遺物は数十点である。そのなかで、実視IJ、採拓したものを下記のとおり取上げ

た。

1は利文土器の似片である。黒褐色を呈し横方向の沈線がみられる。

2、3は土師器の破片である。2は灰色をしており、口縁の破片で、ある。 3は底部の破片で、糸切り痕

がみられる。

4は阿面文様のある恋の破片である。表面には楚目、内面には青海波文の叩き目がみられる。

写真6 出土遺物
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第7図 出土遺物実現Ij図
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2 神明前遺跡(平 14地点)

【立地と環境】

神明前遺跡は、館林市の南部、東武鉄道伊勢崎線「茂林寺」駅の東方約 1，300m~こ位置する縄文時代か
ら平安時代にかけての遺跡で、ある。

本遺跡における発掘調査は、これまでに例がなく、今回の調査地は、遺跡範囲の南部に位置している。

地形的には、蛇沼を形成する開析谷の西岸に臨む台地上に位置している。遺跡地の現在の標高は約 18m

で、周辺の低地(谷田)11)との標高差は約 2mで、ある。

本遺跡の周辺には、同じ台地上に、大原道東遺跡(縄文時代)が所在しているほか、蛇沼周辺の台地上

に、日出戸沼遺跡(縄文時代)、南美園町遺跡(縄文時代)、間堀 1遺跡(縄文時代)、間堀2遺跡、(縄文、平

安時代)などが分布している。このうち、既往調査で住居士止等が検出されているのは、間堀 1遺跡(縄文

時代)である。なお、日出戸沼遺跡については今年度調査を実施した。

第8図周辺の遺跡
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【調査の概要】

本地点の発掘調査は、谷田川北部土地改良事

業に伴う事前調査として実施した。

館林市教育委員会では、土地改良事業区域内

に所在する 6カ所の市内遺跡(林、宮内、神明

前、日出戸沼、谷向、上ノ前遺跡)の取り扱いに

ついて、市経済部農村整備課を通じ谷田川北部

土地改良区と協議を進めてきた。

平成 12年度に林遺跡、宮内遺跡 (A区)、平

成 13年度には宮内遺跡 (B区)の試掘調査を実

施し、今年度は神明前、日出戸沼、谷向 (A区)、

上ノ前遺跡の調査を行った。

なお、谷向遺跡 (B区)については平成 15

年度以降に調査予定である。

本調査では、該当する調査地内(堀工町字神

明前 171-1)に東西方向に2本のトレンチ設定 ・

し、 地下の状況を確認した。

調査地の現地形は、 北西から南東に向けて低

くなっており 、表土で約 20cmの高低差がみられ

た。また、旧地形においても、ローム層で約 20cm

の高低差がある ことが確認された。

1トレンチの西側では、撹乱層の中から遺物

が出土したため、サブトレンチを設定し調査し

たと ころ、住居祉 1軒 (古墳時代)が確認され

た。

その他、両方のトレンチから、自然層を削る

掘り込みがいくつかみられたことから、覆土を

除去したところ、近代以降のものと思われる田

んぼや水路らしき落ち込みが確認されたが、ま

とまった遺物を伴うものはなかった。

今回の調査では、1トレンチ西側より古墳時

代の住居士止 1軒と少量の遺物を確認したが、土

地改良事業での掘削深度は遺構に及ばず現地保

存が行える ことから、当該事業執行について支

障はないと判断した。

写真7 調査前景観

写真8 調査風景

写真9 トレンチ完掘 (1トレンチ)
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【出土遺物】

今回の調査で、出土した遺物は数十点である。そのなかで、実測、採拓したものを下記のとおり取上げ

た。

1"-'2は長胴護の破片である。ともに口縁から胴部の破片で、 1は焼成が良好である。 2は裏面が黒褐

色をしている。

3は灯明皿の破片である。

4"-'7は縄文土器の破片である。このうち、 4は口唇部で、下部に細し¥隆帯ときざみがみられる。5は上

げ底の底部にあたる。6は黒褐色で竹管による深線がみられ、縄文が施されている。7は深鉢口縁部の握

手でウンモが混入している。

写真 12 出土遺物
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3 日出戸沼遺跡 (平 14地点)

【立地と環境】

H出戸沼遺跡は、 館林市の南部、東武鉄道伊勢崎線 「茂林寺J 駅の東方約 900m~こ位置する縄文時代の遺

跡である。

本遺跡における発掘調査は、 これまでに例がなく 、今回の調査地は、遺跡範囲の南部に位置している。

地形的には、邑楽 ・館林台地の南部で、西に茂林寺沼、東に蛇沼をみおろす低台地上の中央部に位置し

ている。また、南方では、茂林寺川や谷田川が東流している。遺跡地の現在の標高は約 18mで、周辺の低

地(谷田)11) との標高差は約2mで、ある。

本遺跡の周辺には、同じ台地上で、西方の茂林寺沼方面に下堀工道満遺跡(古墳、平安時代)、東方の蛇

沼方面に大原道東遺跡(縄文時代)、神明前遺跡(縄文、奈良、平安時代)などが分布している。 このうち、

既往調査で住居士止等が確認されているのは、下堀工道満遺跡(古墳、平安時代)、神明前遺跡、(古墳時代)

である。なお、神明前遺跡については今年度調査を実施した。

第 12図周辺の遺跡
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【調査の概要】

本地点の発掘調査は、谷田川北部土地改良

事業に伴う事前調査として実施した。

本調査に至るまでの経緯は、前述のとおり

である (2神明前遺跡参照)。

今回の調査では、当該遺跡に既往の発掘調

査例がないことを踏まえ、遺跡の保存状態、

遺跡の範囲、遺構等の有無などの確認を目的

とした調査を行った。

調査は、該当する調査地内(堀工町字日出戸

沼641-1、687-1)に2本のトレンチを設定し、

地下の状況を確認した。

調査地は、ほぼ平坦な地形であるものの、

西方から東方に向けて低くなっており、表土

で、約 10cmの高低差がみられた。また、旧地形

においては、ローム層で約 20cmの高低差があ

ることが確認された。

1トレンチでは、表土下約 90cmのところでローム層を確

写真 13 調査前景観

写真 14 調査風景

認することができた。

2トレンチでは、表土下約 100cmのところでローム層を

確認することができ、西側のローム層からは、水がにじみ

出てくる状況で、あった。

今回の調査では、特筆すべき遺構、遺物等は確認されな

かったため、土地改良事業の執行について支障はないと判

断した。

〔出土遺物】

今回の調査において、特筆する出土遺物は検出されなか

った。
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4 大袋 4遺跡 (平 14地点)

【立地と環境】

大袋4遺跡、は、館林市の東部、東北自動車道路館林 ICの北西方向約 1)800m~こ位置する縄文時代から

平安時代にかけての遺跡である。遺跡名は、小字名に基づいており、旧字大袋地内に複数の遺物散布箇所

があることから、「大袋4遺跡、」と した。

本遺跡の発掘調査はこれまで数回実施されており 、特に、平成5年度に県道「板倉籾谷 ・館林線」道路

改良工事に伴って実施された発掘調査では、古墳時代の住居士止や遺物が数多く検出されている。今回の調

査地は、遺跡範囲の北東方向に位置し、平成5年度調査地点の北東側にあたる。

地形的には、邑楽 ・館林台地を大きく開析する城沼の支谷である、古城沼を東岸に臨む台地上に位置し

ている。遺跡地の現在の標高は約 20mで、周辺の低地 (古城沼)との標高差は約 3mで、ある。

本遺跡、の周辺には、同じ台地上に、下志柄遺跡 (縄文時代)が所在しているほか、古城沼周辺の台地上

に、大袋3遺跡(平安時代)、大袋5遺跡(平安時代)、大袋城遺跡 (中世城館)、花山東遺跡(縄文、古墳

時代)などが分布している。また、富士山古墳、下志柄古墳、町谷古墳などの古墳も多く所在している。

既往調査で住居士止等が検出されているのは、大袋城遺跡(古墳、中世城館)と花山東遺跡(古墳時代)で

ある。なお、花山東遺跡については昨年度調査を実施した。

第 14図周辺の遺跡
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【調査の概要】

木地点の発掘調査は、館林市楠町字下志

柄 1938-1、1943-1地内における保育園の新

築工事の際に実施した。

上記の土地は、周知の埋蔵文化財包蔵地

の範囲に該当していないものの、周辺には

大袋4遺跡、下志柄古墳、下志柄遺跡等が

所在することから、職員の立会いのもと工

事を着工したところ、住居士止と思われる遺

構を確認した。このため、関係者と協議を

行い、工事を一時中断し、工事予定地内の

確認調査を行った。

調査地は、 北西から南東に向けて低くな

っており 、表土から深度約 50cmのところで

ローム層が確認された。

また、調査の結果、保育園建設予定地内

の北西部より住居士止1軒(縄文時代)、南西

部より土墳 1基(時代不明)が確認された。

このような調査結果をもとに、再度関係

者と協議を行ったと ころ 工事での掘削深 写真 17 遺構確認状況

度は検出された遺構に及ばないことが確認され、その他の保育園建設予定地内からは特筆する遺構等は確

写真 16 遺構確認状況

認されなかったことから、当該工事続行については、支障なしと判断した。

また、その後の工事において掘削深度が深くなる部分については職員立会いのもと慎重に工事を行った

が、特筆する遺構、遺物は確認されなかった。

なお、今回の調査では、周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲外から遺構、遺物が確認された。このため、そ

の後の手続きにより 、同地を大袋4遺跡の一部として新たに登録することになった。
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第16図調査地平面図

【出土遺物】

今回の調査で、 出土した遺物は少ない。その

なかで、実視IJ、採拓したものを取上げた。

1は縄文土器深鉢の破片である。縄文が鮮明

である。

2は縄文土器の破片である。太い縄目がみら

れる。

第 17図 出土遺物実測図
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5 中山東遺跡 (平 14地点)

【立地と環境】

中山東遺跡は、館林市の南部、東武鉄道伊勢崎線「茂林寺」駅の東方約 200m~こ位置する平安時代の遺

『亦である。

本遺跡の発掘調査は、過去に一度行われており(平成2年度)、その調査では特筆する遺構等は確認され

ていない。今回の調査地は、遺跡範囲の中央部に位置し、平成2年度調査地点の東側にあたる。

地形的には、茂林寺沼を形成する開析谷の南岸に臨む台地の東部に位置している。遺跡地の現在の標高

は約 20mで、周辺の低地(茂林寺沼)との標高差は約 3mで、ある。

本遺跡の周辺には、同じ台地上に前通遺跡(平安時代)が所在しているほか、茂林寺沼周辺の台地上に、

笹原遺跡(縄文、平安時代)、法正谷遺跡(平安時代)、下堀工道満遺跡(古墳、平安時代)、美園町遺跡(縄

文、平安時代)、腰巻遺跡(縄文時代)、r1/Jj戸遺跡(縄文時代)、日出戸沼遺跡(縄文時代)などが分布してい

る。このうち、既往調査で住居祉等が検出されているのは、下堀工道満遺跡(古墳、平安時代)である。

なお、 n/Jj戸沼遺跡については今年度調査を実施した。

第 18図周辺の遺跡
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【調査の概要】

本地点の発掘調査は、堀工町宇中山東 1615-2、

1616-2地内における個人専用住宅建設に伴う事

前調査として実施した。

調査は、計画地の地形状にあわせ南北方向に 3

本のトレンチを設定し、 地下の状況を確認した。

調査地の現地形は、南西側から茂林寺沼にむけ

て低くなっており、表土で約 50cmの高低差がみら

れた。また、旧地形においても、ローム層で約 50cm

の高低差があることが確認された。

1トレンチでは、地表から深度約 30cmのと ころ

でローム層がみられ、南側lから土墳1基(縄文時

代)が確認された。

2トレンチでは、地表から深度約 20cmのところ

でローム層がみられたが、特筆する遺構等は確認

されなかった。

3トレンチでは、地表から深度約 30cmのところ

でローム層が確認された。また、 トレンチ内の随

所に遺構と思われる黒色土がみられたため、それ

ぞれサブトレンチを設定し調査したところ、南側

に土壌1基(時代不明)、中央に住居士止1軒(古墳

時代)、北側に住居土止1軒(縄文時代)が、それぞ

れ確認された。

今回の調査では、 1トレンチから土墳1基、 3 

トレンチから土墳1基と住居士止2軒が確認された

ため、遺構等の取り扱いについて地権者と再度協

議を行った。

協議の結果、現地表上に盛土をし、工事での掘

削深度が遺構に及ばないように対応することで合

意を得たため、当該工事について支障はないと判

断した。

写真 19 調査前景観

写真20 調査風景

写真21 トレンチ完掘(3卜レンチ)
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【出土遺物】

今回の調査で、出土した遺物は数十点である。そのなかで、実測、採拓したものを下記のとおり取上げ

た。

1は餐の口縁部の破片である。茶褐色をしている。

2"-'5は縄文土器の破片である。このうち、 2は深鉢の底部片で、内側は黒灰褐色をしている。 3は土

器の口縁で、地紋の縄文を平行な沈線で区画している。 4は深鉢の口縁で、沈線と隆帯が区画されている。

地紋は縄文である。5は口縁部である。

6は口縁部の破片であり 、やや太い串状の工具による三条の刺突文がみられる。

写真24 出土遺物
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第21図 出土遺物実測図

-20-



6 谷向遺跡A区 (平 14地点)

【立地と環境】

谷向遺跡、は、館林市の南部、東北自動車道路館林1C の東方約 2 ， OOOm~こ位置する古墳時代から平安時

代にかけての遺跡である。

本遺跡における発掘調査は、これまでに例がなく、今回の調査地は、遺跡範囲の中央部に位置している。

地形的には、邑楽 ・館林台地の南部で、蛇沼から谷田川方向へのびる開析谷の北岸に臨む低台地上に位

置している。遺跡地の現在の標高は約 18mで、周辺の低地(蛇沼)11) との標高差は約2mで、ある。

本遺跡の周辺には、同じ台地上に、上ノ前遺跡(縄文時代)、間堀1遺跡(縄文時代)、間堀2遺跡(縄

文、平安時代)、宮内遺跡(縄文、古墳、平安時代)が分布している。このうち、既往調査で住居士止等が検

出されているのは、間堀1遺跡(縄文時代)である。なお、上ノ前遺跡については今年度に、宮内遺跡に

ついては昨年度、一昨年度に調査を実施した。

第22図周辺の遺跡
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【調査の概要】

本地点の発掘調査は、谷田川北部土地改良事業に伴

う事前調査として実施した。

本調査に至るまでの経緯は、前述のとおりである (2

神明前遺跡参照)。

今回の調査では、当該遺跡に既往の発掘調査例がな

いことを踏まえ、遺跡の保存状態、遺跡の範囲、遺構

等の有無などの確認を目的とした調査を行ったo

調査は、該当する調査地内(上赤生田町字谷向 3556

ほか3筆)に合計8本のトレンチを設定し、地下の状

況を確認した。

調査地の現地形は、ほぼ平坦な地形ではあるものの、

南西から北東に向け低くなっており、表土で約 lOcm

の高低差がみられた。また、旧地形においては、ロー

ム層で約 40cmの高低差があることが確認された。

1"'4トレンチでは、表土下約 30cmのところでロー

ム層を確認することができた。特に、 2トレンチでは

過去において小型重機等で、掘削などが行われた形跡、が

みられた。

5トレンチでは、表土下約 50cmのところでローム層

を確認することができ、 トレンチ内の北側からは地下

水が常時湧き出てくる状況で、あった。

6"'8トレンチでは、表土である耕作土層(約 30cm)

の下は、過去において天地換え等が行われた可能性が

あり、粘土を含む撹乱層になっていた。約 120cmを超

える掘削によっても、これらのトレンチからはローム

層を確認することはできず、 トレンチ内全面にわたり

常時地下水が湧き出てくる状況で、あった。

今回の調査では、特筆すべき遺構、遺物等は確認さ

れなかったため、土地改良事業の執行について支障は

ないと判断した。

【出土遺物】

今回の調査において、特筆する出土遺物は検出され

なかった。

-22-

写真25 調査地景観

写真26 調査風景

写真27 トレンチ完掘(3トレンチ)
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7 上ノ前遺跡(平 14地点)

【立地と環境】

ヒノ前遺跡は、館林市の南部、東北自動車道路館林 1Cの東方約 2，OOOm ~こ位置する縄文時代の遺跡、で

ある。

本遺跡の発掘調査は、過去に一度行われており(昭和 60年度)、その調査では特筆する遺構等は確認さ

れていない。今回の調査地は、遺跡範囲の北西部に位置し、昭和 60年度調査地点の北西にあたる。

地形的には、巴楽 '館林台地の南部で、 蛇沼から谷田ハ|方向へのびる開析谷の北岸に臨む低台地上に位

置している。遺跡地の現在の標高は約 18mで、周辺の低地(蛇沼川)との標高差は約2mで、ある。

本遺跡の周辺には、 同じ台地上に、 谷向遺跡(古墳、平安時代)、間堀 1遺跡(縄文時代)、間堀2遺跡

(縄文、平安時代)、宮内遺跡(縄文、古墳、平安時代)が分布している。このうち、既往調査で住居牡等

が検出されてし¥るのは、間堀1遺跡(縄文時代)である。なお、谷向遺跡については今年度に、 宮内遺跡

については昨年度、一昨年度に調査を実施した。

第24図周辺の遺跡
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【調査の概要】

本地点の発掘調査は、谷田川北部土地改良

事業に伴う事前調査として実施した。

本調査に至るまでの経緯は、前述のとおり

である (2神明前遺跡参照)。

今回の調査では、当該遺跡、に既往の発掘調

査例がないことを踏まえ、遺跡の保存状態、

遺跡、の範囲、遺構等の有無などの確認を目的

とした調査を行った。

調査は、該当する調査地内(上赤生田町字

上ノ前3348)に1本の トレンチを設定し、地

下の状況を確認した。

調査地の現地形は、北東から南西に向けて

低くなっており、現地形、旧地形ともに約

lOcmの高低差であることが確認された。

トレンチは、表土下約 20cmのところでロー

ム層を確認することができた。

今回の調査では、特筆すべき遺構、遺物等は確認されな

事~

'1 

写真28 調査前景観

写真29 調査風景

かったため、土地改良事業の執行について支障はないと判

断した口

【出土遺物】

今回の調査地からは、特筆する遺物は検出されなかった。

写真30 トレンチ完掘

卜レンチ配置図
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